



















































































































































































































































































































1 1 W（り 2 2　C（1）W（1）3 12
48；28











A B W A B C W B C B
衷
′J、計
A B C W
l
ら
≡
†
岳
巨
竜
≡■
11
卜
芦
・≡
妄
．喜
l■
：＝
i
1
聖
41l14
1I1
31
】
卜2
1l，3
卜
、l
ll
l
lー
＝
】l
ll
ll
8141
1
1
い7
・1
】1
l2
llOl
12
l3
l14
l5
l5
t l
ll
】1
17
l
l
堅
弓
至i
l
書
i
「
l
‡
≡＝
．i
′　2
ミ81
い
】3
主i
≒
1
j
†
．1
1
∃
弓
j
］
F
．≡
＿F
‾幸
一喜
∃
：≡
∃
』
l
≡
【
lェi
】1
＝
11
】l
ll
ll
lll
l1
1」∵
ll
＝
いl
＝
ll
l！
＝
＝
ll
ll
tll
j3j
＝
・2】l
・13l3i
l富江；竺
卜
南松浦郡
佐世保市
波佐見地区
川　棚　町東彼杵郡
I
i
．1
岳
l・2
い
綿　村
浜　村
千
至
10l
5l
3
6
『
l
璽■
l
至：
イ
l
J
≡至
】
1
≡≡
巨
】2
l
－！
＿岳
1
i
騙
i
ま
［
を
．1
弓
喜
l
．萱
l
l
騙
1＿
81
l
■l
≡■
l
‡
≒
＿l
l
≡
高
長　浦　村
金　岳　村
西彼杵郡・
4
1
l＿
ll
い
1
卜
tl
㌻
戸　町
上　村
瀬
】
r
主■
i■
矢
．喜々津村
大村完l
1
4 3 4
江′捕村　1
†1r
1
1
1
l
■≡
【
．1
∈
＿l
i■
5一一
1
1 1
1
Ⅰ
l■
ll
‡l
＝
ll
Il
卜l
いI
t71
＝；
i
岳
北高来郡
古　賀　村　1
田　結　村
F
．≡
小　田：村
2
2
I
1
Ⅰ
1
2
i！
＿！
2l
71
】
Ⅰ
5
1
1
串山村イ r
≡
l
］
l
41
い
汀…‡21
ll仁
巨」－
＝2
210144
南
西南高来郡
島原市t
長崎市l
計l
郷　村
守山村I
i
l
∃
l2
・l
i
堅
1l52
1
2
6 59
2
49　12
長崎県下の秋季レブトスビラ病分布調査補遺続報　　　　　　　　　　94，
一′
鵡粁●∋
♂
仁3
Q・－もー
る
∴　● ノ
N
4
lき占
●　　　、　′Iヽ‘
J
■
芸二／幸三
′笹島絹
◆
■　　　　くHD
′　≡諷
▼－－「Ml－・
朗唱
艶
b
梱沓　　漬
葦畔
0
胡蝶芸
。○鴨等
価ヨ⊇　　葛
聴牌ヨ
○
▼■■　　【
＜U
競、ミ慄
○
▼‾
欄轟鞭○目目
p＿○苛石
粗雑○
；く幻U
如蔵鵬
葦l鴫
○
9戦
屯・
さ
製品
榊麺曹
㌫こぢ
⊂一・寸
昆㌢
背
ク㌍
鯛景品
○
節
義穫一．
ぎ㌦
950　　　　　　　　　　　　jり　・後　藤・吉　田
3年間な通じ　所謂秋季レ病と診断された患者の
快復期血清の送附な受けた地区は両校，北敏，東彼，
西彼，大村，諌早，北高，開高，長崎の3市6郡に
して，合計125例であり，その中免疫血清学的に秋
季レ病と決定されたものは83例（66・4％）である．
筒型別に見れば，賽集反応がAに致したもの52例，
Bに一致したもの22例，Cに一致したもの3例，
W号ilに一致したもの6例であった．
ⅤⅠ考
以上私共の調査成績を主とし′　小鳥居，操
等，石井等の調査成績に就ても述べたが，本
病の年次別発生状況，地区別発生状況，菌型
等に就き二三の考察を加へてみたい．
第1表に就てみるに，本病の発生数は年次
別に増加の傾向が見られるが，果して本病の
発生数が増加しているものであらうか。昭和
25年以降急激に増加したのは，一つには私共
が本病の分布調査を画て，機会ある毎収本調
査に対する協力を求めたため，本病に対する
一般医家の認識が高まり，従来不明熱性疾患
として看過されたものが，臨林的に本病と推
定せられるようになったためであらう．本調
査は昭和27年に行ったのであるから年次の古
い程，記憶に残ることが少いことも事実であ
らうし，実地医家の方々で終戦後転居したり，
死亡したりした者もかなりあることと想像せ
られる．私共の調査に於て1000名の医師に
問合せ，500名の方から得た回答を基礎とし
た患者数であるから，実際はもつと多いと思
はれる．波佐見地直に於ては本病は終戦後激
減し，其の後漸次増加の傾向が見られたが，
長崎県全体としては以上の事項を併せ考へる
時に，私共は本病実数が果して如何程増加し
倍患者血液より病原菌であるレプトスピラ毎培養
検出し得たものは，上記幻例中波佐見地区に於ける
i4例のみである．即ち昭和25年Al例，昭和26年A
4例，B4例，昭和27年A2例，お3例であった．
次に従来の文献と私共の調査による長崎県下の秋
季レ病発生＼状況の綜合成靖は第3表及び第1図の通
りである．
裏
ているかと言ふ点には疑問を持っている．
地直別患者発生数を見るに，患者の絶対数
から見れば，西彼杵郡，南高来郡，北高来郡，
東彼杵郡の順であるが，入口10万対の比率よ
りみると，西彼，北高，東彼，諌早市の頓と
なっている．
地直別，特に市部別にみる時，私共が本病
の存在を明かにしたのは南松浦郡，南高来郡
及び大村市であるが，興味あることは離島で
ある南松浦郡（五島）に於て本病の存在が確
められたことである．未だ壱岐及び対馬に於
ては本病の存在が確められないけれども，五
島に於ける事実に力を得て今後壱岐，対馬方
面の調査を続行したいと考へている．
地直別の菌型に裁てみるに，東彼杵郡に於
てはAが多く，中にBが混在しており，西彼
杵郡に於てはBが最も多く，A及びCが少数
混在している．北高来郡に於てはA及びBが
多くCも見受けられる．南高来郡，島原市，
南椅浦郡に於てはAのみが澄明せられている．
本症に於て後遺症として飛蚊症乃至硝子体
潤濁が来ること■より，今後は特に眼科医の方
々の協力を得て，今後の調査を続行すること
も有意義であらうと考へている．
Ⅴ　絶括放びに結語
1）長崎県に於て昭和20～26年の7年間に
臨林的に秋季レ病又はワイル氏病と見倒され
るものが1541例発生したが，其の申で特に
多い地宙は西彼杵郡，北高来郡及び東彼杵郡
である．
2）私共が本病の存在を免疫血清学的に証
明した鞄囲ま南松浦郡の富江町，乗彼杵郡の
上波佐見町，下波佐見村，川棚町及び千綿村，
西彼杵郡の長浦村，鞄岳村及び喜々津村，北
高来郡の江の浦村及び小江村，南高来郡の南
串山村，西郷村及び守山村，大村市及び長崎
市の2市13町村である．以上の中私共が本病
の分布を初めて明かにしたのは南松浦郡の富
江町東彼杵郡の川棚町及び千綿村，西彼杵
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郡の喜々津村及び砲兵村，北高来郡の小江村，
南高来郡の南串山村，西郷村及び守山村，大
村市の1市9ケ町村である．
3）以上私共の調査成績と文献とを綜合す
ると，長崎県内に於て本病が免疫血清学的に
証明せられていない地置は諌早市，対馬，壱
岐．北松浦郡の4地1直のみである．
4）私共の行った凝集反応で陽性を示した
ものは125例中，A52例，B22例，C3例，
We；16例である．文献と私共の調査成績と
を合計すれば，159例軋　A101例㌧B44例，
C7例，Wei17例である。
（本研究は，昭和27年度文部省科学試験研究
費補助金の一部によりて行はれたものである．）
r摘聾するに聾り，横田教授の御指導並に御校閲・を深謝す）
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